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1. はじめに 

カーボンナノチューブ(CNT)は大きなゼーベ

ック効果を有することが確認され[1]、また電気伝

導性にも優れていることから熱電材料として注

目されている。しかし、CNT は基本的にナノス

ケールであり取り扱いが難しいことがCNTの応

用を妨げている。そこで我々は CNT を染色的手

法で糸と複合することで取り扱いを容易にし、

熱電材料としての応用を目的として研究を行っ

ている。前回の報告[2]では CNT 複合糸の導電率

を改善し、パワーファクターの増加を確認した。

今回は糸表面の改質による導電率向上について

報告する。 

2. 実験および結果 

 CNT 複合糸の作製方法について述べる。まず

純水 15 mlに(6,5) CNT [純度 93%] 15 mg と分散

剤 285 mgを加え超音波を照射し CNT分散液を

調製する。 その後、綿糸を 1 時間浸して取り出

したのちに乾燥させ、 純水で洗浄することを繰

り返す。 今回綿糸への CNT 定着量を増加させ

るために、綿糸表面に CNT をトラップしやすい

と考えられるフタロシアニン誘導体を結合させ

た綿糸を用いた場合と、通常の綿糸を用いた場

合について導電率を比較した。フタロシアニン

誘導体には Fig. 1 に示す C.I.Reactive Blue 21 を

用いた。C.I.Reactive Blue 21 を綿糸に共有結合さ

せるために以下の操作を行った。まず 50 mlの純

水に 1 g の C.I.Reactive Blue 21 を加え、そこに

500 mg の綿糸を加えた。これを 40 ℃になるま

で熱し、10 分経過後に炭酸ナトリウムを pH が

9~10 になるまで加え 60 ℃まで熱した。5時間経

過後綿糸を取り出し純水で洗浄した。

C.I.Reactive Blue 21を結合させた綿糸（青綿）を

用いたものと普通の綿糸を用いたものの導電率

の比較を Fig. 2 に示す。ここで横軸は糸を CNT

分散液に浸し乾燥・洗浄させた回数である。Fig. 

2に示すように導電率の向上が確認できた。これ

はフタロシアニン誘導体によってCNTが綿糸に

よりトラップされやすくなったためと考えられ

る。詳細は講演にて報告する。 
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Fig. 1 Chemical formula of C.I.Reactive Blue 21. 

 

Fig. 2 Conductivity of two types of CNTCTs as 

a function of number of dyeing.  
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